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林
政
課
長
　
　

上
田
和
昭

　
陽
の
光
に
緑
が
い
っ
そ
う
輝
き
を

増
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
私
、
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ

り
林
政
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
就
任
に
あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ

つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
近
年
、
森
林

に
対
す
る
社
会
的
要
請
は
、
木
材
生

産
だ
け
で
な
く
、
公
益
的
機
能
の
高

度
発
揮
な
ど
、
一
段
と
多
様
化
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
七
月
に
三
十

有
余
年
ぶ
り
に
林
業
基
本
法
の
改
正

が
行
わ
れ
、
我
が
国
の
林
政
の
基
本

方
針
が
大
き
く
転
換
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
「
森
林
・
林
業
基
本
法
」
で

は
、
「
森
林
有
す
る
多
面
的
機
能
の

発
揮
」
と
「
林
業
の
持
続
的
か
つ
健

全
な
発
展
」
を
基
本
理
念
と
す
る
政

策
体
系
の
再
構
築
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
長
期
的

展
望
に
立
っ
て
森
林
・
林
業
の
あ
る

べ
き
姿
を
明
ら
か
に
し
た
「
岡
山
二

十
一
世
紀
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
よ
り
、
人
と
森
林
と
の
共
生
を
目

指
し
て
、
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性

化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
森
林
と
の

ふ
れ
あ
い
や
自
然
環
境
の
保
全
と

い
っ
た
森
林
全
体
を
通
じ
た
施
策
の

展
開
に
県
民
の
み
な
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
新
た
に
、
県
民

の
み
な
さ
ん
の
森
づ
く
り
へ
の
参
加

を
促
進
す
る
家
族
の
森
づ
く
り
事
業

や
里
山
ふ
れ
あ
い
創
造
事
業
、
さ
ら

に
は
森
林
施
業
の
実
施
に
不
可
欠
な

地
域
に
お
け
る
活
動
を
支
援
す
る
森

林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
林
業
の
振
興
や
林
業

後
継
者
の
育
成
等
を
通
じ
て
地
域
経

済
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

林
業
普
及
指
導
事
業
も
、
林
政
の
基

本
方
針
の
転
換
と
と
も
に
、
新
し
い

時
代
に
対
応
し
た
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
県
で
は
、
環
境

と
調
和
し
た
循
環
型
社
会
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
る
二
十
一
世
紀
に
対

応
し
、
多
様
な
機
能
を
持
続
的
に
発

揮
す
る
森
林
の
整
備
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
際
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
持
続
可
能
な
森
林
経
営

を
目
指
し
た
林
業
の
振
興
や
森
林
の

維
持
管
理
に
必
要
な
担
い
手
対
策
等

の
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
森

林
・
林
業
及
び
地
域
の
み
な
さ
ん
が

直
面
し
て
い
る
新
た
な
課
題
に
対
応

で
き
る
普
及
指
導
体
制
を
確
保
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ま
で
森
林
や
林
業
に
縁
の

な
か
っ
た
都
市
部
の
み
な
さ
ん
に
も

森
林
・
林
業
の
応
援
団
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
現
場
の
声
を
大
い

に
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
を
始

め
、
市
町
村
等
関
係
機
関
と
十
分
連

携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御

支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ�
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ�
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高
性
能
林
業
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　
「
グ
リ
ー
ン
エ
ー
ス
」

　
西
粟
倉
村
森
林
組
合
で
は
、
林
産
事

業
に
従
事
す
る
作
業
員
の
減
少
と
高
齢

化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
平
成
二

年
か
ら
月
給
制
の
若
手
外
勤
職
員
の
採

用
と
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
を
始
め

ま
し
た
。
こ
の
林
産
事
業
に
従
事
す
る

外
勤
職
員
が
「
グ
リ
ー
ン
エ
ー
ス
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は

次
の
方
々
で
す
。

　
四
名
は
そ
れ
ぞ
れ
転
職
や
Ｉ
タ
ー
ン

し
て
グ
リ
ー
ン
エ
ー
ス
に
参
入
し
て
お

り
、
平
均
年
齢
は
四
十
三
歳
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
エ
ー
ス
の
活
躍
の
場
は
、

村
内
外
の
皆
伐
・
間
伐
の
現
場
で
、
高

性
能
林
業
機
械
を
巧
み
に
操
っ
て
行
う

伐
出
作
業
で
す
。

　
基
本
的
な
作
業
配
置
は
、
伐
倒
一

名
、
集
材
二
名
、
運
材
一
名
で
す
が
、

作
業
に
必
要
な
技
術
・
資
格
は
そ
れ
ぞ

れ
林
業
作
業
士
育
成
研
修
な
ど
で
取
得

し
て
お
り
、
現
場
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な

配
置
に
よ
り
効
率
的
な
作
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
現
在
林
産
事
業
に
使
っ
て
い
る
機
械

は
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
二
台
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー

ダ
一
台
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
一
台
そ
れ
に
協

同
組
合
吉
井
川
流
域
林
業
機
械
化
セ
ン

タ
ー
か
ら
借
り
て
い
る
プ
ロ
セ
ッ
サ
一

台
が
あ
り
ま
す
。

　
森
林
組
合
の
林
産
事
業
は
現
在
す
べ

て
グ
リ
ー
ン
エ
ー
ス
が
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
十
三
年
度
の
素
材
生
産
量
は

約
千
二
百
立
方
㍍
で
、
多
い
年
に
比
べ

て
約
八
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
近
年
の
材
価
低
迷
に
よ
り
林
家
の

山
に
対
す
る
関
心
が
低
く
な
り
、
間
伐

等
の
依
頼
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
グ
リ
ー
ン
エ
ー
ス
は
作

業
道
の
開
設
や
木
材
流
通
セ
ン
タ
ー
で

の
木
工
品
の
加
工
、
ま
た
平
成
十
二
年

度
に
林
構
事
業
で
導
入
し
た
丸
棒
加
工

施
設
で
の
作
業
な
ど
新
た
な
分
野
に
も

進
出
し
て
い
ま
す
。
伐
出
か
ら
加
工
・

製
品
化
ま
で
こ
な
す
、
ま
さ
に
多
技
能

集
団
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
西
粟
倉
村
は
県
内
で
最
も
人
工
林
率

の
高
い
村
で
す
。
こ
の
豊
富
な
森
林
資

源
を
育
て
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
地
域

の
山
を
守
っ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
エ
ー
ス

の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

AG

（
勝
英
普
及
指
導
区
　
今
津
　
学
）

フォワーダでの素材運搬

貯木場で素材の選木作業

作業前の点検

氏
　
名�

岡
田
　
昌
俊�

春
名
　
健
二�

出
口
　
英
男�

中
島
　
映
二�

在
勤
年
数�

十
二
年�

十
二
年�

九
　
年�

七
　
年�

住
　
所�

西
粟
倉
村�

東
粟
倉
村�

智
頭
町�

作
東
町�

地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち

地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち�
地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち�
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普

及

情

報

大
切
な
マ
ツ
を
松
く
い
虫
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
！

一
　
松
く
い
虫
と
は

　
松
が
枯
れ
た
時
に
「
松
く
い
虫
に
や

ら
れ
た
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
が
、
松
く
い
虫
と
い
う
虫
を
皆
さ

ん
は
ご
存
知
で
す
か
？

　
松
が
集
団
的
に
枯
れ
る
原
因
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
に
よ

り
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う

体
長
一
㍉
㍍
に
満
た
な
い
線
虫
が
マ
ツ

の
樹
体
内
に
侵
入
し
、
増
殖
す
る
た
め

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
樹
体
内
を
移

動
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
他
の
マ
ツ

に
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
実
は
、
こ
の
材
線
虫
を
他
の
健
全
な

マ
ツ
に
運
び
、
被
害
の
拡
大
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
虫
が
い
る
の
で

す
。
そ
れ
が
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
と
呼
ば
れ
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
で
、
こ

の
虫
を
通
常
「
松
く
い
虫
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

二
　
被
害
の
予
防
方
法

　
松
枯
れ
は
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
が
マ
ツ
の
若
枝
を
摂
食
（
「
後
食
」

と
呼
ぶ
）
し
、
そ
の
傷
口
か
ら
カ
ミ
キ

リ
に
付
着
し
て
い
た
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
が
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
り
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
の
後
食
は
、
五
月
下
旬
か
ら
七
月

中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
薬
剤
散
布
を
実
施
す
れ
ば

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
皆
さ
ん
も
、
庭
木
な
ど
の
大
切
な
マ

ツ
を
守
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
し
っ
か

り
予
防
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
予

防

方

法

﹇
使
用
薬
剤
﹈

　
Ｍ
Ｅ
Ｐ
（
ス
ミ
パ
イ
ン
・
ス
ミ
チ

150

200

オ
ン
）
乳
剤
の
　
〜
　
倍
液

﹇
散
布
方
法
、
回
数
﹈

　
噴
霧
器
等
に
よ
り
、
枝
、
葉
全
体

に
ま
ん
べ
ん
な
く
、
十
分
に
散
布

す
る
。
散
布
回
数
は
マ
ツ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
発
生
初
期
の
五
月
下

旬
か
ら
六
月
初
旬
と
、
発
生
の
最

盛
期
と
な
る
六
月
下
旬
か
ら
七
月

初
旬
の
最
低
二
回
は
必
要
で
あ
る
。

﹇
注
意
事
項
﹈

　
降
雨
の
直
前
直
後
や
、
風
の
強
い

日
の
作
業
を
避
け
る
な
ど
、
予
防

効
果
や
作
業
の
安
全
に
留
意
す
る
。

三
　
松
く
い
虫
被
害
の
診
断
方
法

　
松
く
い
虫
被
害
を
受
け
た
マ
ツ
は
、

通
常
八
〜
九
月
頃
か
ら
、
針
葉
が
黄
褐

色
か
ら
赤
褐
色
へ
変
色
し
枯
れ
始
め
ま

す
。
こ
の
時
、
樹
幹
を
傷
つ
け
た
り
枝

を
折
っ
た
り
し
て
も
、
そ
の
傷
口
か
ら

樹
脂
（
ヤ
ニ
）
は
全
く
出
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
針
葉
が
変
色
す
る
前
ま
で
に
、

樹
体
内
で
の
樹
脂
流
動
が
完
全
に
停
止

す
る
た
め
で
、
松
く
い
虫
被
害
の
大
き

な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
マ
ツ
の
葉
色
が
お
か
し

い
の
で
は
？
と
思
っ
た
ら
、
幹
や
枝
を

傷
つ
け
、
ヤ
ニ
が
出
る
か
ど
う
か
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
ヤ
ニ
が
出
な
い
よ
う
で
あ
れ

ば
、
松
く
い
虫
被
害
の
可
能
性
が
高
い

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
最
終
的
な
判
断

を
行
う
た
め
に
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
を
検
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
こ
う
し
た
調
査
を
含
め
、
病
虫

害
の
防
除
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
最
寄

り
の
地
方
振
興
局
森
林
課
に
林
業
改
良

指
導
員
が
駐
在
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

（
林
業
専
門
技
術
員
　
安
東
義
朗
）

後食している
　マツノマダラカミキリ

マツノザイセンチュウ
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シ
リ
ー
ズ
地
域
の
木
材
利
用
施
設�
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「
の
と
ろ
原
キ
ャ
ン
プ
場

総
合
案
内
施
設
」

　
苫
田
郡
富
村
は
、
旭
川
の
源
流
に
位

置
す
る
山
村
で
、
林
野
率
が
九
五
％
を

占
め
る
清
流
と
緑
豊
か
な
村
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

標
高
七
〇
〇
㍍
の
山
間
部
に
「
の
と
ろ

原
キ
ャ
ン
プ
場
」
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
「
の
と
ろ
原
」
と
い
う
地
名
の
ご

と
く
広
々
と
し
た
高
原
の
真
夏
で
も
心

地
よ
い
風
が
流
れ
る
森
林
の
中
に
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
中
核
施
設
で
あ
っ
た
管
理
棟
が

平
成
十
三
年
度
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
二
十
一

農
山
漁
村
地
域
活
性
化
基
盤
臨
時
整
備

事
業
に
よ
り
再
生
整
備
さ
れ
、
幅
広
い

来
場
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
、
ま
た
、

展
示
や
販
売
を
備
え
た
施
設
と
し
て
、

こ
の
度
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
の
建
築
材
料
は
、
全
て
地

元
産
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
マ
ツ
を
使
用

し
、
平
成
十
二
年
度
に
整
備
さ
れ
た
村

森
林
組
合
の
製
材
施
設
を
活
用
し
て
、

製
品
化
す
る
と
い
う
「
地
元
材
の
付
加

価
値
化
」
を
目
的
と
し
て
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
当
地
域
は
、
降
雪
量
が
多
い
こ
と
か

ら
、
一
般
建
築
の
場
合
の
桁
高
は
三
㍍

六
〇
㌢
が
標
準
で
す
が
、
こ
の
施
設
は

四
㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
し
、
木
材
の
腐

朽
防
止
に
配
慮
し
て
軒
の
出
や
基
礎
の

高
さ
を
大
き
く
と
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
設
計
は
木
材
寸
法
に
無

《
事
業
概
要
》

　
木
造
平
屋
建
・
在
来
工
法

　
建
築
面
積
　
一
二
八
・
〇
七
平
方
㍍

　
事
業
費
　
　
一
、
九
九
五
万
円

　
木
材
使
用
量
　
約
四
四
立
方
㍍

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
七
、
八
月

　
　
富
村
の
と
ろ
原
キ
ャ
ン
プ
場

総
合
案
内
施
設

　
℡
（
〇
八
六
七
）
五
七
―
二
一
〇
二

　
七
、
八
月
以
外

　（
財
）富
村
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

　
℡
（
〇
八
六
七
）
五
七
―
二
二
一
六

AG

（
苫
津
普
及
指
導
区
　
福
見
照
芳
）

駄
が
生
じ
て
経
済
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
の
風
土
に
合
っ
た
合
理
的
な

建
築
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
等
は
、
昨
年
の
七

月
か
ら
葉
枯
ら
し
乾
燥
し
た
ス
ギ
の
三

〇
か
ら
四
〇
㌢
㍍
の
丸
太
を
厚
さ
一
〇

㌢
㍍
に
挽
き
割
り
、
丸
面
の
つ
い
た
状

態
の
ま
ま
で
組
み
立
て
て
お
り
、
「
原

木
そ
の
ま
ま
」
と
い
う
野
趣
あ
る
形
態

で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
、

車
椅
子
対
応
の
ス
ロ
ー
プ
や
ロ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
、
出
入
口
に
は
引
き
分
け
戸
等

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
真
夏
の
涼
を
求
め
て
誰
で

も
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
完

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

管理棟入口

農産物展示販売場

管理室（受付）
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普
及
指
導
最
前
線

「
み
ま
さ
か
木
の
家
」
の

普
及
推
進
に
つ
い
て

真
庭
普
及
指
導
区

　
真
庭
地
域
は
、
西
日
本
有
数
の
木
材

の
集
散
地
で
あ
り
、
古
く
か
ら
林
業
が

活
発
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
こ

こ
で
生
産
さ
れ
る
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
は
、

「
美
作
材
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
真
庭
普
及
指
導
区
で
は
、
「
美
作

材
」
の
さ
ら
な
る
需
要
拡
大
を
目
指
し

て
、
平
成
十
年
度
か
ら
「
み
ま
さ
か
木

の
家
」
と
銘
打
っ
た
、
真
庭
産
の
ヒ
ノ

キ
・
ス
ギ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
木

造
住
宅
の
推
進
に
取
組
み
、
初
年
度
に

は
、
建
設
費
一
〇
〇
〇
万
円
の
木
造
住

宅
を
全
国
か
ら
募
集
す
る
「
み
ま
さ
か

木
の
家
住
宅
設
計
コ
ン
ペ
」
を
行
い
、

優
秀
な
作
品
十
四
点
を
選
び
、
翌
年
に

は
、
そ
の
う
ち
の
一
棟
を
建
設
し
、
三

日
間
の
見
学
説
明
会
と
一
ヶ
月
間
の
一

般
公
開
を
行
い
ま
し
た
。
見
学
説
明
会

に
は
約
一
五
〇
〇
名
が
来
場
し
、
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
平
成
十
二
年

度
に
は
、
「
み
ま
さ
か
木
の
家
リ
ゾ
ー

ト
ハ
ウ
ス
」
の
設
計
コ
ン
ペ
を
行
い
、

優
秀
な
九
点
を
選
出
し
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
一
般
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。
平
成
十
三
年
度
は
、
県
南
の
消

費
者
へ
木
造
住
宅
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
岡
山
市
で
「
み
ま
さ
か
木
の
家

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
好
評
を

得
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
取
組
の
結
果
と
「
み

ま
さ
か
木
の
家
」
を
広
く
一
般
消
費
者

に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
平
成
十
三

年
度
に
「
み
ま
さ
か
木
の
家
」
シ
リ
ー

ズ
を
掲
載
し
た
真
庭
地
区
木
材
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
管
内
の
木
材
拠

点
施
設
で
あ
る
「
勝
山
木
材
ふ
れ
あ
い

会
館
」
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
か
ら
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（http
://w

w
w

.m
aniw

achikum
oku.com）

　
な
お
、
「
み
ま
さ
か
木
の
家
」
の
供

給
に
つ
い
て
は
、
管
内
の
木
造
住
宅
の

建
築
に
熱
心
な
工
務
店
で
つ
く
る
美
作

産
優
良
木
造
住
宅
推
進
協
議
会
に
お
い

て
供
給
体
制
が
整
っ
て
お
り
、
今
後
さ

ら
に
普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

AG

（
真
庭
普
及
指
導
区
　
金
田
利
之
） ホームページを閲覧中

「
学
校
教
育
と
連
携
し
た
森
林
・

林
業
教
育
へ
の
取
り
組
み
」

東
備
普
及
指
導
区

一
　
は
じ
め
に

　
今
年
度
か
ら
「
総
合
学
習
の
時
間
」

が
小
・
中
・
高
等
学
校
で
始
ま
り
ま
す

が
、
昨
年
度
和
気
町
立
石
生
（
い
わ

ぶ
）
小
学
校
に
お
い
て
実
施
し
た
一
連

の
森
林
・
林
業
教
室
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

二
　
取
り
組
み
の
内
容

　
一
・
二
年
生
の
低
学
年
と
六
年
生
の

高
学
年
を
対
象
に
担
任
教
諭
と
事
前
に

指
導
内
容
を
協
議
し
、
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
し
た
。

【
一
・
二
年
生
】

　
特
に
生
き
物
に
対
し
て
の
好
奇
心
は

一
〇
歳
く
ら
い
ま
で
の
間
に
広
が
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
野
鳥
や
虫
の
観
察
教

室
や
ど
ん
ぐ
り
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
指
導
は
、
専
門
知
識
を
有
す
る
普
及

協
力
員
と
Ａ
Ｇ
で
分
担
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
指
導
結
果
か
ら
生

徒
自
身
に
よ
る
「
ど
ん
ぐ
り
調
査
」
や

「
ど
ん
ぐ
り
ク
ッ
キ
ー
作
り
」
へ
と
広

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

【
六
年
生
】

　
体
験
を
通
じ
て
生
徒
の
興
味
を
導
き

出
す
こ
と
を
目
的
に
森
林
の
散
策
、
下

刈
・
間
伐
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
体
験
中
に
和
気
美
し
い
森
の
竹

炭
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
た
と
こ
ろ
、

炭
焼
き
を
し
た
い
と
の
生
徒
の
強
い
要

望
か
ら
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
炭
焼
き
を
指

導
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
竹
炭
は
、
美
し
い
森

の
炭
に
比
べ
一
見
し
て
劣
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
要
望
で
地

元
の
炭
焼
き
名
人
（
林
家
）
を
学
校
に

紹
介
し
、
生
徒
が
改
善
点
を
考
え
再
度

の
炭
焼
き
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
石
生
小
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
】

　
同
小
学
校
で
は
、
地
区
と
の
対
話
を

大
切
に
す
る
目
的
で
石
生
小
フ
ェ
ス
テ

バ
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
り
組
み
の
ま
と
め
と
し

て
、
一
・
二
年
生
は
ど
ん
ぐ
り
マ
ッ
プ

の
展
示
、
ど
ん
ぐ
り
の
工
作
コ
ー
ナ
ー

等
を
設
け
、
六
年
生
は
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ
ー
形
式
で
樹
木
に
関
す
る
問
題
、
竹

炭
の
利
用
に
関
す
る
問
題
等
、
体
験
学

習
の
成
果
を
地
区
住
民
に
展
示
、
発
表

し
ま
し
た
。

三
　
今
後
の
取
り
組
み

　
学
校
で
の
指
導
に
お
い
て
は
、
教
諭

と
の
連
携
を
密
に
し
、
低
学
年
に
対
し

て
の
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の
促
進
と
、

指
導
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
考
え
て
い
ま

す
。

AG

（
東
備
普
及
指
導
区
　
野
澤
正
人
）
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木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー�

心
材
は
弱
い
？

心
材
は
弱
い
？�

　
辺
材
は
強
い
？

　
辺
材
は
強
い
？�

野
　
上
　
英
　
孝

野
　
上
　
英
　
孝�
　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー�

心
材
は
弱
い
？�

　
辺
材
は
強
い
？�

野
　
上
　
英
　
孝�

「
半
信
半
疑
」

　
木
材
に
は
心
材
、
辺
材
と
呼
ば
れ
る

部
分
が
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ

と
思
い
ま
す
。
　

　
さ
て
、
製
材
業
界
の
人
た
ち
と
話
を

し
て
い
る
と
、
「
心
材
は
弱
い
」
と
か

「
心
材
よ
り
辺
材
が
強
い
」
な
ど
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
こ
で

言
う
「
強
い
」
「
弱
い
」
と
は
材
料
と

し
て
の
強
度
を
意
味
し
ま
す
。

　
確
か
に
辺
材
と
心
材
で
は
見
た
目
が

明
ら
か
に
違
う
の
で
『
な
る
ほ
ど
そ
ん

な
も
の
か
』
と
納
得
し
そ
う
に
な
る
反

面
、
『
そ
ん
な
に
単
純
な
も
の
だ
ろ
う

か
？
』
と
い
う
疑
問
も
湧
い
て
き
ま
す
。

「
実
験
」

　
昨
年
、
あ
る
研
究
課
題
の
中
で
、
ス

ギ
丸
太
か
ら
板
を
挽
き
出
し
て
、
そ
の

外
見
的
な
特
徴
と
強
度
を
測
定
す
る
と

い
う
作
業
を
し
ま
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ

を
使
っ
て
今
回
の
疑
問
を
検
証
し
て
み

ま
す
。

　
ま
ず
、
デ
ー
タ
の
中
か
ら
丸
太
の
条

件
（
直
径
、
心
材
の
直
径
、
髄
の
位

置
）
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
も
の
に
つ
い

て
の
デ
ー
タ
を
選
び
出
し
ま
し
た
。
各

位
置
の
挽
き
板
に
含
ま
れ
る
心
材
と
辺

材
の
様
子
は
図
１
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
心
材
よ
り
辺
材
が
強
い
と
す

れ
ば
、
挽
き
板
Ａ
は
挽
き
板
Ｂ
、
Ｃ
よ

り
強
い
は
ず
で
す
。
図
２
に
デ
ー
タ
の

一
例
を
示
し
ま
す
。
ヤ
ン
グ
係
数
と
い

う
の
は
木
材
の
強
さ
を
表
す
代
表
的
な

指
標
の
一
つ
で
、
こ
こ
で
は
単
純
に
数

字
が
大
き
い
ほ
ど
「
強
い
」
と
解
釈
し

て
く
だ
さ
い
。
丸
太
１
や
丸
太
４
の
よ

う
に
は
っ
き
り
と
し
た
傾
向
を
示
す
も

の
も
あ
れ
ば
、
丸
太
２
、
丸
太
３
の
よ

う
に
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
統
計
的
な
手
法
を
用

い
て
挽
き
板
の
位
置
と
強
さ
の
関
係
を

検
定
し
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く

Ａ
〉
Ｂ
〉
Ｃ
と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
理
由
を

少
し
考
え
て
み
ま
し
た
。

し
た
。
つ
ま
り
、
「
枝
打
ち
等
に
よ
り

辺
材
部
は
心
材
部
よ
り
節
が
少
な
い
か

ら
強
い
」
と
い
う
こ
と
が
理
由
の
一
つ

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
未
成
熟
材
」

　
木
材
の
髄
か
ら
五
〜
二
十
年
輪
目
ぐ

ら
い
ま
で
は
、
未
成
熟
材
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
強
度
的
に
も
弱
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
場
合
で
言
う
と
、

Ｃ
の
部
分
に
未
成
熟
材
が
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
Ｂ
の
部
分
に
も
一
部
含
ま
れ

ま
す
。
従
っ
て
、
「
心
材
部
は
未
成
熟

材
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
辺
材
部
よ
り

弱
い
」
と
い
う
理
由
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
年
輪
幅
は
？
」

　
「
目
が
粗
い
よ
り
詰
ま
っ
て
い
る

（
＝
年
輪
幅
が
狭
い
）
方
が
強
い
」
と

言
う
考
え
方
は
、
木
材
業
界
で
は
一
般

的
で
す
が
、
実
は
「
あ
ま
り
関
係
が
な

い
」
と
い
う
研
究
者
の
報
告
を
よ
く
見

聞
き
し
ま
す
。
異
な
る
丸
太
の
辺
材
同

士
を
比
べ
る
よ
う
な
場
合
、
「
目
が
詰

ま
っ
て
い
る
方
が
強
い
」
と
は
限
ら
な

い
よ
う
で
す
。

「
ま
と
め
」

　
節
も
未
成
熟
材
も
含
ん
だ
丸
太
を
加

工
し
て
い
る
製
材
業
界
の
人
た
ち
に

と
っ
て
は
「
心
材（
芯
材
？
）よ
り
辺
材

の
方
が
強
い
。
」
と
い
う
言
い
方
は
端

的
に
当
を
得
た
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

「
節
の
存
在
」

　
節
は
「
欠
点
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
木

材
の
強
度
を
損
ね
る
要
因
と
な
り
ま

す
。
特
に
「
集
中
節
」
と
呼
ば
れ
る
節

が
集
中
し
た
箇
所
は
、
強
度
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
集
中
節
の
程
度
を
表
す
指
標
で

あ
る
「
集
中
節
径
比
」
を
測
定
し
て
い

た
の
で
、
挽
き
板
の
位
置
と
集
中
節
径

比
の
関
係
を
先
程
と
同
様
に
統
計
的
手

法
で
検
定
す
る
と
、
Ａ
〈
Ｂ，
Ｃ
と
い

う
関
係
が
成
り
立
つ
こ
と
が
わ
か
り
ま

図１．丸太を断面から見た時の

　　　挽き板の位置

Ａ�
Ｂ�
Ｃ�
Ｂ�
Ａ�

挽き板Ａ：ほぼ辺材�
挽き板Ｂ：ほぼ心材�
挽き板Ｃ：髄＋心材�

2

4

6

8

10

12

0
Ａ� Ｂ� Ｃ� Ｂ� Ａ�

丸太１�
丸太３�

丸太２�
丸太４�

挽き板の位置�

ヤ
ン
グ
係
数
（
G
P
a）
�

図２．挽き板の位置と強さの関係（一例）
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森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン�

　
　
　
　
　
施
設
の
紹
介�

「
鳴
滝
森
林
公
園
」

　
御
津
郡
加
茂
川
町
で
は
、
平
成
十
年

度
か
ら
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
（
現

フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
整
備

事
業
）
に
取
り
組
み
、
同
町
竹
部
地
区

に
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
教
育
文

化
活
動
に
適
し
た
森
林
資
源
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
森
林
公

園
（
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
メ
ニ
テ
ィ
）
施
設

を
重
点
的
に
整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
十
三
年
度
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー

プ
ン
し
、
こ
の
四
月
に
は
バ
ン
ガ
ロ
ー

も
完
成
す
る
な
ど
本
格
的
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
園
は
吉
備
高
原
都
市
の
国
立
吉
備

少
年
自
然
の
家
や
二
十
一
世
紀
の
森
な

ど
に
も
ほ
ど
近
い
名
勝
「
鳴
滝
」
の
渓

流
沿
い
に
あ
り
、
季
節
ご
と
に
表
情
豊

か
な
森
林
と
滝
の
水
音
が
心
地
よ
く
包

ん
で
く
れ
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　
約
六
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
に

は
、
各
種
樹
木
や
巨
石
群
な
ど
の
見
所

に
囲
ま
れ
、
管
理
棟
一
棟
、
バ
ン
ガ

ロ
ー
三
棟
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
七
基
、
遊

歩
道
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
野
鳥
観

察
小
屋
も
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
は
車

で
乗
り
つ
け
ら
れ
る
よ
う
駐
車
場
が
設

け
ら
れ
、
各
々
に
流
し
台
、
炊
事
炉
が

備
え
付
け
ら
れ
た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

形
式
で
、
大
変
使
い
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
管
理
棟
に
は
コ
イ
ン

シ
ャ
ワ
ー
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、
水

洗
ト
イ
レ
な
ど
も
完
備
さ
れ
、
誰
に
で

も
快
適
な
野
外
施
設
が
楽
し
め
る
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
を
含
め
た
公
園
の
管
理

運
営
は
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
て
加
茂

川
町
森
林
組
合
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、

組
合
で
は
、
一
帯
の
森
林
を
利
用
し
た

新
た
な
雇
用
の
創
出
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野

外
活
動
を
お
考
え
の
方
は
、
豊
か
な
自

然
に
加
え
て
新
し
い
施
設
を
お
手
頃
の

値
段
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の

「
鳴
滝
森
林
公
園
」
を
ぜ
ひ
候
補
地
の

一
つ
と
し
て
御
検
討
く
だ
さ
い
。

（
所
在
地
）
御
津
郡
加
茂
川
町
竹
部

（
問
い
合
わ
せ
先
）

〇
八
六
七
（
三
四
）
一
八
七
七

AG

（
岡
山
普
及
指
導
区
　
高
尾
欽
也
）

位　置　図

バ ン ガ ロ ー

吉備新線�

木村�

少年自然の家少年自然の家�

河
内
田

東
刈
尾�

南
正
行�

吉
川�

鳴滝ダム�

鳴�
　滝　滝�
　　湖　　湖�

小摺�
竹  部�

田内�

鳴滝農場�

鳴
滝�

信
原�

坂
元� 加茂川�
加  

茂  

川�

妙 見 山�

北正行� 中寄�

鳴滝森林公園�
少年自然の家�

鳴�
　滝�
　　湖�
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▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

　
新
緑
の
県
立
森
林
公
園

へ
ど
う
ぞ
　

　
岡
山
県
立
森
林
公
園
は
、
中
国
山
地

の
山
懐
、
苫
田
郡
奥
津
町
・
上
斎
原
村

に
あ
り
、
大
自
然
が
満
喫
で
き
る
森
林

公
園
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
公
園
の
面
積
は
三
三
四
㌶
、
標
高

は
八
四
〇
ｍ
〜
一
、
一
〇
〇
ｍ
で
、
気

候
は
裏
日
本
型
に
属
し
て
い
ま
す
。

　
公
園
内
の
森
林
の
大
部
分
は
、
ブ

ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の

落
葉
広
葉
樹
で
、
一
部

に
は
県
内
で
も
珍
し
い

カ
ラ
マ
ツ
林
が
あ
り
、

今
の
時
期
は
鮮
や
か
な

新
緑
が
楽
し
め
ま
す
。

　
夏
に
は
、
天
然
の

ク
ー
ラ
ー
さ
な
が
ら
、

さ
わ
や
か
な
風
が
通
り

抜
け
、
森
の
中
は
別
世

界
。

　
秋
に
は
園
内
一
円
が
色
と
り
ど
り
に

紅
葉
し
、
遊
歩
道
は
一
面
落
ち
葉
の

ジ
ュ
ー
タ
ン
に
な
り
ま
す
。
こ
の
頃
に

山
麓
の
マ
ユ
ミ
の
古
木
が
つ
け
る
赤
い

実
は
見
事
で
、
必
見
で
す
。

　
ま
た
、
清
ら
か
な
渓
流
沿
い
の
湿
原

に
は
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
、
オ
タ
カ
ラ
コ
ウ
な

ど
の
湿
原
植
物
が
季
節
を
追
っ
て
出
現

す
る
な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
変
化
す
る

自
然
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
。

　
事
前
に
申
込
め
ば
、
園
内
の
宿
泊
施

設
「
森
の
家
」
（
自
炊
）
が
利
用
で
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
一
度
ゆ
っ
く

り
「
い
の
ち
の
洗
濯
」
に
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

問
合
・
申
込

　
森
林
公
園
管
理
事
務
所

　
　
電
話
〇
八
六
八（
五
二
）〇
九
二
八

岡
山
県
林
政
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
県

立
森
林
公
園
の
様
子
を
毎
月
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

:/
/

w
w

w
.p

re
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k
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y
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m
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n
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林　　産　　物　　市　　況

　製　　　  材  （４月下旬）�
杉　正　角　３c

寸法

6.0

7.5

9.0

〃�

10.5

〃

〃

〃

12.0

〃

〃�

長　　　サ　４c

6.0

9.0

〃

10.5

12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�



安値－高値
（千円）

23－25

18－20

15－16

18－20

25－30

25－33

55－60

70－80

25－35

50－60

60－70



25－30

18－20

22－25

30－35

30－35

桧　正　角　３c

寸法

6.0

7.5

9.0

〃

10.5

〃

〃

〃

12.0

〃

〃�

長　　　サ　４c

6.0

9.0

〃

10.5

12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�



安値－高値
（千円）

33－40

28－30

16－18

23－25

55－60

60－65

100－130

150－180

65－70

  90－130

150－170



40－45

23－25

30－35

60－65

60－65

桧　長　柱　６c

寸　法

10.5

12.0

〃　�

13.5

〃　�

ラ　　ス　　板�

２m
1.2×  9.0
３m
1.2×  9.0
２m
1.5×10.5
２m
0.9×24.0
２m
1.5×21.0

造　　作　　材�

杉４m
3.0×  3.0
杉４m
4.0×  4.5
杉４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5

�

等級�

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

�

�

�

�

�

�

�

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�



安値－高値
（千円）

60－65

  90－110

120－130

80－90

100－120



15－20

18－23

－

60－65

30－40



（本）0.6－１ 

（本）1.2－２ 

180－200

150－200

200－250

　木　材（４月中旬）�

　乾しいたけ（４月下旬）�

長さ�
�

３m
�
�
�
４m
�
�
６m

径（b）�
７－12

13
14－16
18上
７－12
11－13
14－16
18上

14－16
18－20

杉（千円）�
6
6

12
13
7
－
－
12
－
－

桧（千円）�
9

13
23
23
9
－
23
27
44
36

松（千円）�
－
－
－
15
－
－
－
20
－
－

価格�
名柄別�
香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

価格o当り（百円）�
平　均�

42
36
30
34
27
25
36
37
31
23
14
16

�
高　値�

50
49
44
50
45
36
37
48
45
32
23
23

　

編
集
後
記

○
風
薫
る
好
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

○
本
誌
の
前
身
で
あ
る
「
林
業
普
及
」

は
、
昭
和
二
十
六
年
に
県
と
地
方
民
間

と
の
林
業
連
絡
機
関
誌
と
し
て
発
刊
さ

れ
、
そ
の
後
、
昭
和
三
十
一
年
夏
か
ら

「
林
声（
聲
）」
に
改
題
さ
れ
ま
し
た
。

○
そ
の
号
紙
（
第
三
十
九
号
）
冒
頭
の

林
政
課
長
の
言
葉
か
ら
『
名
は
体
を
あ

ら
わ
す
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
「
林
業

普
及
」
と
い
う
紙
名
が
孤
高
的
な
、
固

い
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
そ
の
紙
面
も
一
方
的
に
流
す
方
の

声
の
み
掲
載
さ
れ
て
、
こ
れ
を
受
け
入

れ
る
普
及
対
象
者
か
ら
の
声
と
言
う
も

の
は
、
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
等
し
い
。
林

業
普
及
事
業
は
、
そ
の
対
象
で
あ
る
多

数
の
山
林
経
営
者
や
、
林
産
業
者
の
声

な
き
声
を
掴
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
多

く
の
対
象
者
を
し
て
声
あ
ら
し
め
る
こ

と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
機
会

に
、
呼
べ
ば
答
え
る
山
の
こ
だ
ま
の
よ

う
に
、
紙
面
を
飾
る
と
共
に
、
高
く
て

幅
の
狭
か
っ
た
こ
の
機
関
誌
を
、
少
く

と
も
よ
り
大
衆
性
の
あ
る
平
た
い
、
そ

し
て
巾
の
広
い
普
及
機
関
誌
と
し
て
育

成
し
、
活
用
し
て
い
く
た
め
に
本
号
紙

か
ら
そ
の
誌
名
を
「
林
声
」
と
改
題

し
、
…
』

○
会
員
の
皆
様
方
か
ら
の
投
稿
を
心
か

t

ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
　
　 



平成14年５月１日 り　ん　せ　い 第　363　号

－11－

加入できる森林は

保険金が出るのは

加 入 期 間 は

日本産原木しいたけ栽培を応援します

品質の信用が第一です

〈本　　部〉鳥取市富安１丁目８４番地　電話　0857－22－6161

〈鳥取駐在〉鳥取市古郡家２１１番地　　電話　0857－51－8132

¡岡山県農林水産部治山課　電話番号 086（224）2111（代表）
086（226）7455（直通）
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岡山県治山林道協会
本所　〒703－8233  岡山市高屋225－１
　　　　　　　　 TEL（086）271－3711
　　　　　　　　 FAX（086）271－3773
支所　〒708－0013  津山市二宮1849－２
　　　　　　　　 TEL（0868）28－9360
　　　　　　　　 FAX（0868）28－9363

社団
法人

緑 豊 か な 自 然 を 守 る
　　　　治山・林道事業の普及啓発、技術援助
　　　　治山・林道の調査、測量、設計
　　　　森林整備の総合計画
　　　　治山・林道に係る用地測量
　　　　公共事業に係る保安林業務

編
　
集
　
岡
山
県
庁
林
政
課
内

発
行
人
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

林
声
　
平
成
十
四
年
五
月
一
日
（
三
六
三
号
）


